
 

 

               

梅
花
だ
よ
り
（
御
詠
歌
講
） 

▼
平
成
十
六
年
度
の
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
は
五
月
二
十

六
日
・
二
十
七
日
の
両
日
、
三
重
県
伊
勢
市
「
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
」
で
開
催
さ
れ
る
。
新
潟
第
四
宗
務
所
は
二
十
六
日
登
壇

奉
詠
、
曲
目
は
「
地
蔵
菩
薩
御
詠
歌
（
慈
念
）。
▼
第
四
宗

務
所
主
催
検
定
会
は
十
一
月
二
十
八
日
金
蘭
荘
に
て
開
催

さ
れ
る
。（
十
三
教
区
〜
二
十
三
教
区
ま
で
）
▼
当
寺
で
は

二
回
練
習
会
が
あ
り
ま
す
。
仏
の
教
え
を
梅
花
流
詠
讃

御
詠
歌
）
を
通
し
て
お
勉
強
し
て
い
ま
す
。 

会
（
お
袈
裟
を
縫
う
会
） 

一
月
に
近
隣
寺
院
の
寺
族
さ
ん
が
小
三
衣
（
し
ょ
う
さ

・
お
袈
裟
の
お
守
り
）
裁
縫
に
取
り
組
み
ま
す
。
三
衣

条
・
七
条
・
九
条
の
こ
と
で
、
寸
法
は
五
寸
×
三
寸
ほ

小
さ
い
お
袈
裟
で
す
。 

有
名
寺
院
参
拝
の
旅
の
お
知
ら
せ 

平
成
十
六
年
六
月
一
日
〜
二
日
（
一
泊
二
日
） 

戸
情
緒
散
策
の
旅
（
巣
鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
、
浅
草
寺
、

又
帝
釈
天
参
拝
と
助
六
の
宿
） 

定
員
四
十
名 

● 

六
月
二
十
日
大
般
若
法
要 

毎
年
恒
例
の
大
般
若
は
随
喜
寺
院
四
十
名
、
檀
信
徒
百
二
十
名
の

参
加
に
て
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
講
談
師
の

旭
堂
南
鱗
師
で
「
道
元
禅
師
ご
一
代
記
」
を
ご
公
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
約
一
時
間
、
寺
所
有
「
道
元
禅
師
押
絵
」
を
展
示
し
て
の
「
絵

と
お
話
し
に
よ
る
ご
一
代
記
」、
参
拝
者
全
員
講
談
師
の
名
調
子
に
聞

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

● 

十
七
教
区
主
催
子
供
禅
の
集
い 

七
月
二
十
九
日
〜
三
十
日
十
七
教
区
寺
院

主
催
「
子
供
禅
の
集
い
」
は
増
慶
院
会
場
に
て

参
加
者
五
十
名
、
坐
禅
、
お
経
、
写
経
、
食
事

な
ど
お
寺
の
生
活
を
体
験
。
厳
し
く
も
楽
し
い

一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 
     

乗雲６０号（２）
    

H15.10.1 発行 

   

海
神

日
・

は
広

毎
月

歌
（

福
田

▼
十

ん
ね

は
五

ど
の

 
江柴
蔵
寺
晋
山
結
制
式 

林
村
七
湊
の
海
蔵
寺
さ
ま
で
は
来
年
五
月
十
五

十
六
日
小
島
正
人
師
の
晋
山
結
制
式
を
修
行
。
首
座

厳
寺
徒
弟
神
田
秀
孝
（
大
一
）
が
任
に
あ
た
る
。 
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